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出た 『みだれ髪』で晶子は,衣 に託 して想い
を詠う。「湯あが りを御風めすなのわが上衣






































標題 一 文字に親しむ事の大嫌いな葉子 も噂
さで聞いていた有名な鳳晶子の詩集だつた。」
衣裳を愛 し着ることに人生を賭けた葉子。着

















対して 「お前達の,そ の物怯ぢしなが らも金
目をかけた派手作 りな衣裳や化粧は,社会上











欧に憧れ,い つも西欧を意識 しなが ら,自分
自身の内面の深さを磨ききれない,あ るいは
自覚的に語 りえなかった日本に似ている。和



















































大正6年 に晶子が書いた評論 と大正8年 に
刊行 された 『或る女』のこの符帳は偶然では
ない。評論が専門家の仕事になっていたとき,
晶子は政治,芸 術,風 俗,フ ァッションまで
を生活者の立場から,詩的感性を発揮 して自
在に語 った。
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